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【対象】潰瘍性大腸炎の術後回腸嚢炎 12 例、対照群（潰瘍性大腸炎の術後の正常回腸嚢 10 例、FAP
の大腸全摘後の正常回腸嚢 5例、潰瘍性大腸炎の回腸末端正常粘膜10例）からの生検組織を用いた。 
【方法】まず細胞増殖関連抗原であるKi67の単染色を行った。次にKi67と、各リンパ球マーカ （ーCD19、
CD20、CD138）それぞれとの 2 重染色を行った。また、CD19 と CD20、CD19 と CD138 を掛け合わせた
蛍光二重染色を行った。 
【結果】潰瘍性大腸炎術後の回腸嚢炎の粘膜において、Ki67 陽性細胞が有意に増加しており、また

















対象は潰瘍性大腸炎の術後回腸嚢炎 12 例、対照群として、潰瘍性大腸炎の術後の正常回腸嚢 10
例、FAP の大腸全摘後の正常回腸嚢 5 例、潰瘍性大腸炎の回腸末端正常粘膜 10 例である。生検組織
を用い、細胞増殖関連抗原である Ki67 の単染色を行った。次に Ki67 と、各リンパ球マーカー(CD19、
CD20、CD138)それぞれとの 2重染色を行った。また、CD19 と CD20、CD19 と CD138 を掛け合わせた蛍
光二重染色を行った。 
その結果、潰瘍性大腸炎術後の回腸嚢炎の粘膜において、Ki67 陽性細胞が有意に増加しており、
また Ki67 と CD19、Ki67 と CD138 の二重陽性細胞が有意に増加していた。蛍光二重染色では CD19 と
CD138 の二重陽性細胞が有意に増加していた。 
以上のことから、回腸嚢炎の粘膜においても、潰瘍性大腸炎でみられた未熟な形質細胞が増殖して
いる可能性があり、回腸嚢炎の発症機序にも潰瘍性大腸炎と類似の機序が関与している可能性が示唆
された。 
この成績は、QOL を著しく低下させる潰瘍性大腸炎術後の回腸嚢炎の発症機序解明に迫る成績であ
り、回腸嚢炎の発症予防および治療法の確立につながることから、著者は博士(医学)の称号を授与さ
れるに値するものと判定した。 
 
 
 
 
 
